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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
徴
収
猶
予
や
減
免
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

■
金
額　

時
間
額
831
円

■
適
用
範
囲　

和
歌
山
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

　
　
詳
細
は
、和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
５
２
）

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

海
南
市
庁
舎
５
階
の
就
職
支
援
施
設

「
ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
か
い
な
ん
」
で
は
、
左

記
の
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
も
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
仕
事
探
し
の
相
談
や
希
望
の
求
人
情
報
の

紹
介

・
子
育
て
中
の
女
性
や
若
者
、
生
活
困
窮
者

へ
の
情
報
提
供
や
就
職
支
援

・
応
募
書
類
の
添
削
や
面
接
の
相
談

■
利
用
時
間　

９
時
～
17
時（

閉
庁
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ　

ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
か
い
な
ん

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
３
７
１

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
（
児

童
手
当
受
給
者
へ
の
１
万
円
上
乗
せ
給
付
）

の
公
務
員
の
方
か
ら
の
申
請
期
限
は
、
11
月

30
日
（
月
）
で
す
。（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）
期
限
ま
で
に
申
請
が
困
難
な
方

は
、
保
健
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方
で
、
申
請
月

の
翌
月
末
ま
で
に
入
金
が
確
認
で
き
な
い
方

は
、
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
意
識

し
、「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
す
る
こ

と
」
を
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い

ま
す
。日
頃
か
ら
自
分
の
体
に
関
心
を
持
ち
、

病
気
の
予
防
・
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

【
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
つ
い

て
】健

康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
予
防
に
対

し
て
一
定
の
取
り
組
み
（
定
期
健
康
診
断
、

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
、
予
防
接
種
な
ど
）

を
し
て
い
る
方
が
、
制
度
の
対
象
と
な
る
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
※
）
を
購
入
し
た
場
合
、
年

間
購
入
額
が
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
（
上

限
8
万
８
千
円
）
を
対
象
に
所
得
控
除
が
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
通
常
の
医
療
費
控
除

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

和
歌
山
県
に
お
い
て
は
、
狩
猟
期
間
が
11

月
1
日
～
来
年
3
月
15
日
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
る
。）

■
狩
猟
さ
れ
る
方
へ　

周
囲
や
近
隣
の
宅
地

へ
の
安
全
対
策
等
は
十
分
実
施
し
、
適
正

な
狩
猟
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
の
皆
様
方
へ　

山
林
付
近
で
活
動
さ

れ
る
場
合
は
、
目
立
つ
服
装
の
着
用
や
、

ラ
ジ
オ
等
音
の
鳴
る
も
の
を
携
帯
す
る
な

ど
、人
が
居
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ
・
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
税
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
医
療
費
適
正
化
の
た
め
に
～

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

は
、
11
月
30
日
が
申
請
期
限
で
す
！

和
歌
山
県
内
で
狩
猟
期
間
に
入
り
ま
す
。

ご
注
意
と
お
願
い

10
月
１
日
か
ら
和
歌
山
県
最
低
賃
金

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
は
皆
様

の
自
発
的
な
健
康
管
理
や
疾
病
予
防
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
：
も
と
も
と
医
療
用
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
医
薬
品
を
有
効
成
分

や
服
薬
方
法
、
用
量
が
全
く
同
じ
ま
ま
市

販
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
薬
局
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
対
象

と
な
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
は
共
通
識
別

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

住
民
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

　

税
務
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

な
お
、「
申
請
書
を
失
く
し
た
」、「
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
」
等
で
申
請
で
き
な
い

方
は
各
自
勤
務
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１
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11
月
12
日
（
木
）
か
ら
25
日
（
水
）
は
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
週
間
で

あ
り
、
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

国
際
日
」
で
も
あ
り
ま
す
。

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者

等
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
、
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
）
は
、
時
と
し
て
犯
罪
行
為
と
も
な

る
重
大
な
人
権
侵
害
で
、
被
害
者
は
多
く
の

場
合
女
性
で
す
。

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
人
権
の

擁
護
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
こ
れ
ら
の
暴
力
を
容
認
し
な
い
社
会
づ

く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

＊
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
！
＊

【
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

０
５
７
０
‐
０
‐
５
５
２
１
０

（
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

【
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）】　

０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
８
８
９

（
24
時
間
電
話
相
談
が
で
き
ま
す
。）

■
期
間　

11
月
12
日
（
木
）
～
18
日
（
水
）

　
【
７
日
間
】

■
時
間　

８
時
30
分
～
19
時

　

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
、
10
時
～
17
時

■
電
話
番
号　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
（
全
国
共
通
）
で
、
相
談
を
受
付
し
ま
す
。

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
及
び
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
ご
利

用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
女

性
を
め
ぐ
る
人
権
相
談
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
・
和
歌
山
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

　

℡ 
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
週
間

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
に
伴
い
、
和
歌
山
県
で
は
「
和

歌
山
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
が
令
和
2
年
3
月
24
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
行
政
、
県
民
、
一
般
事
業
者
等
が

一
体
と
な
っ
て
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進

し
、
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
も
な
お
存
在
す
る
部
落
差
別
は
、

情
報
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
発
言
や
落

書
き
等
以
外
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
書
き
込
み
等
、
そ
の
形
態
に
変
化
が
生
じ

て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
持
っ
て
い
る
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で

す
。毎

年
、
期
間
中
に
は
、
町
人
権
委
員
会
、

人
権
擁
護
委
員
会
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
、
文
化
祭
で
の
街
頭
啓
発
・
啓
発

ポ
ス
タ
ー
展
示
や
人
権
講
演
会
を
開
催
し
、

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
啓
発
活
動
を
縮

小
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

【
今
後
の
日
程
】

■
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
「
俳
句
で
広
げ
る

人
権
意
識
」
俳
句
の
展
示

　

・
日
時　

11
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

～
11
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時
（
土
日
含
む
）

　

・
場
所　

中
央
公
民
館

【
お
知
ら
せ
】

毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
た
紀
美
野
町
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
左
記
の
と
お
り
弁
護
士
に
よ
る

特
設
人
権
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
弁
護
士
に
よ
る
特
設
人
権
相
談

　

・
日
時　

12
月
５
日
（
土
）
13
時
30
分

　
　

～
16
時
30
分　

※
１
件
当
た
り
約
30
分

　

・
場
所　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館
４
１
０

　
　

会
議
室（
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１
）

　

・
定
員　

先
着
６
名 

　

・
申
込
方
法　

事
前
申
込
み

　
　

11
月
５
日
（
木
）
９
時
か
ら
受
付
開
始

　

・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　
　

県
庁
人
権
政
策
課

　
　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

同
和
運
動
推
進
月
間

　
　
　
11
月
1
日
～
11
月
30
日

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

　
　
　
11
月
11
日
～
12
月
10
日

第
72
回
人
権
週
間

　
　
　
12
月
４
日
～
12
月
10
日
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紀
美
野
町
区
長
会
長
（
元
）　
根
來 

平
氏

根
來
平
さ
ん
は
旧
野
上
町
区
長
会
長
と
し

て
平
成
18
年
の
合
併
に
あ
た
り
、
各
種
調
整

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
紀
美
野
町

区
長
会
長
と
し
て
町
内
64
地
区
の
様
々
な
課

題
に
関
わ
り
、
中
で
も
町
の
長
期
総
合
計
画

や
地
域
防
災
計
画
に
策
定
委
員
と
し
て
携
わ

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

海
南
地
方
建
設
業
協
会
（
現
）
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
中 

和
也
氏

上
中
和
也
さ
ん
は
長
年
、
海
南
地
方
建
設

業
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、
災
害
時
の
復
旧

活
動
や
冬
季
の
凍
結
防
止
対
策
な
ど
に
努

め
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
災
害
時
に
は
、
組

合
役
員
と
し
て
組
織
を
あ
げ
て
、
ま
た
自
ら

も
率
先
し
て
対
応
す
る
な
ど
、
早
期
の
災
害

復
旧
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

今
年
も
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、【
２

８
６
，０
８
４
円
】
も
の
協
賛
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、

紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
協
賛
金
は
次
の
活
動
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化
と

啓
発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生
を
め
ざ
し

生
活
し
て
い
る
方
へ
の
激
励
、
援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た
め
に
教
育

を
受
け
て
い
る
人
達
の
更
生
を
助
け
る
た

め
の
激
励
、
援
助
活
動

＊
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
、
中

学
校
卒
業
生
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
＊
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
四
季
折
々
の
花
植
え

＊
野
上
学
童
保
育
所
、
下
神
野
学
童
保
育
所

へ
ブ
ロ
ッ
ク
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
の
玩

具
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
紀
美
野
町
こ
ど
も
食
堂
「
キ
ノ
コ
食
堂
」

に
食
材
購
入
の
た
め
の
資
金
援
助

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共
に
歩
ん
で

い
く
更
生
保
護
女
性
会
を
今
後
と
も
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会（
会
員
68
人
）

会
長　

黒
西
京
子

内
閣
府
で
は
、「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

実
践
事
例
」
と
し
て
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
高
齢
者
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
を
毎
年
紹
介
し
て
お
り
、
花
野
原
在

住
の
森
下
富
夫
さ
ん
（
94
歳
）
が
令
和
２
年

度
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

森
下
富
夫
さ
ん
は
、
体
調
を
崩
し
た
際
に

薬
草
の
効
能
を
認
識
し
、
定
年
退
職
後
、
薬

草
を
本
格
的
に
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

薬
草
の
知
識
を
広
く
啓
発
す
る
た
め
、
県
内

だ
け
で
な
く
大
阪
府
や
兵
庫
県
で
も
講
話
活

動
を
実
施
し
、「
薬
草
を
食
べ
る
会
」
の
会

長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
自
身
の
体
調
に
気
を
遣
い
な
が

ら
、
町
内
の
地
域
サ
ロ
ン
活
動
に
お
い
て
薬

草
の
講
話
を
行
う
な
ど
薬
草
の
知
識
を
伝
え

続
け
て
い
ま
す
。

10
月
18
日
（
日
）
に
町
内
各
所
で
町
民
一

斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
、
町
内
が
と
て
も
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、

ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

『
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
ご
協
力
の
お
礼

内
閣
府
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
」

実
践
事
例
に
森
下
富
夫
さ
ん
選
出

町
民
一
斉
清
掃
の
お
礼

プレゼントを前に笑顔の下神野学童保育所の子ども達
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犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭
や
会

社
・
事
業
所
・
役
場
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
有
償
で
引
き
受
け
、
60
歳
以
上
の

会
員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
自
分
の
希
望
で
、
経
験
や
能
力

を
生
か
し
た
仕
事
が
で
き
ま
す
。

【
剪
定
班
と
除
草
班
が
不
足
し
て
い
ま
す
】

剪
定
班
は
、
２
人
～
５
人
の
班
で
庭
の

木
々
の
剪
定
を
す
る
仕
事
を
し
ま
す
。
経
験

が
な
く
て
も
、
や
る
気
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。
剪
定
の
技
術
を
教
え
ま
す
。

除
草
班
は
、
草
刈
り
機
を
使
う
会
員
と
手

取
り
鎌
を
使
う
会
員
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行
う
場
合
と
、
一
緒

に
作
業
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
会
説
明
会
は
、
紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
所（
役
場
美
里
支
所
１
階
）

に
お
い
て
毎
月
第
３
木
曜
日
９
時
よ
り
（
祝

日
の
場
合
は
翌
週
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
７

11
月
25
日
～
12
月
1
日
は
犯
罪
被
害
者
週

間
で
す
。

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

犯
罪
に
よ
る
被
害
の
ご
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

○
総
合
相
談
電
話　

＃
９
１
１
０

○
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話　

＃
８
１
０
３

○
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
―

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
警
察
本
部
広
報
県
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
３
‐
０
１
１
０

　

11
月
25
日
（
水
）

　

・
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
そ
の
日
の
健
康
状
態
や
服
薬
等
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

11
月
・
12
月
は
『
滞
納
整
理
強
化
月

間
』
で
す
。

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週

間
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

中
！

町
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
紀
美
野
町
で
は
、
納
期
内
に
納
付

さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消

を
図
る
た
め
に
、
11
月
・
12
月
を
『
滞
納
整

理
強
化
月
間
』
と
し
て
、
税
収
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ
き
税

金
の
他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法

律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な

く
、
給
与
や
不
動
産
な
ど
財
産
の
差
押
え
や

公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。納

期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場

ま
た
は
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き
な
い

方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な
く
、

納
税
方
法
等
に
つ
い
て
税
務
課
ま
で
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税
の
意

義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
期
間
に

は
集
中
的
に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い

て
ご
紹
介

〇YouTube

の
「
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「W

eb-TA
X-TV

」

の
新
着
情
報
な
ど
の
各
種
情
報
を
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
発
信

〇
小
学
生
の
税
の
習
字
展
（
優
秀
作
品
10
点

程
度
）
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催

■
日
程　

11
月
９
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

９
時
～
18
時
（
20
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

海
南
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
海
南
駅
構
内
）

■
国
税
庁
Ｈ
Ｐ　

w
w

w
.nta.go.jp



高齢者、障害者、妊婦の方を対象に、通院や買い物などの外出を支援するため、タクシー、大十オレンジ
バス及び紀美野町コミュニティバスの運賃の支払いで使用できる助成券（6,000円分）を交付しています。
助成券の交付を受けられる対象の方で、まだ申請されていない方は、早めに申請してください。

■助成券の交付を受けられる方
　紀美野町内に住所を有する方で、次の１～３のいずれかに該当する方が対象となります。
　（※同じ人が申請できるのは、いずれか１つの対象区分だけです。）

対象区分 対象条件

１ 高齢者
（※この区分で申請で
きるのは、１世帯に
つき１人だけです。）

（1）75歳以上
　　の方

次の①と②の両方に該当する方
①満75歳以上の方のみで構成された世帯に属する方
②市町村民税非課税の方

（2）免許返納者 満70歳以上の方で、運転経歴証明書又は申請による運転免許
の取消通知書の所持者

２ 障害者

次の①～③のいずれかの手帳所持者
①身体障害者手帳（1級・2級・3級）
②療育手帳（A1・A2・B1）
③精神障害者保健福祉手帳（1級・2級）

３ 妊婦 妊娠中の母子健康手帳の所持者

■助成額　6,000円分（100円の助成券60枚）
■助成券が使用できるところ
　1．タクシー（※指定のタクシー事業者で使用できます。事業者名は、助成券とともに一覧表をお渡しします。）
　2．大十オレンジバス
　3．紀美野町コミュニティバス
■助成券の使用期限　令和３年３月31日
■助成券の申請方法
　下記の表の申請区分に応じた必要なものを持って、申請窓口で申請してください。ご本人が申請窓口まで
来ることが難しい場合は、ご家族等が代理で手続できます。
　また、郵送での申請も可能です。郵送の場合は、申請書に必要なものの写しを付けて、申請窓口あてに送
付してください。（申請書が必要な方は、申請窓口までご連絡いただければ、別途送付いたします。）

申請区分 必要なもの 申請窓口

1 高齢者

（1）75歳以上
　　の方

健康保険証や運転免許証などの本人確認書類
※令和２年１月１日以降に他市町村から転入され

た方は、非課税証明書の写しが必要な場合があ
りますので、事前にお問い合わせください。

【総務課】
〒640-1192
紀美野町動木287
電話：489-5912

【保健福祉課】
〒640-1121
紀美野町下佐々 1408-4
電話：489-9960

【美里支所住民室】
〒640-1243 
紀美野町神野市場226-1
電話：495-3464

（2）免許返納者
下記のいずれか
・運転経歴証明書
・申請による運転免許の取消通知書

2 障害者

下記のうち該当のもの
・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳

3 妊婦 母子健康手帳
＜代理申請の場合＞代理人の本人確認書類も必要です。

紀美野町高齢者等外出支援タクシー・バス助成券の申請はお済みですか？

2020.11 6



会計年度任用職員とは、これまで臨時職員として任用してきた職員に代わるもので、一般職の地方公務員
となり町の行政事務の補助や定型的な業務に従事する職員のことです。

〔業種別項目〕
【地域見守り支援業務（総合福祉センター勤務）】
■業務内容　高齢者の見守り訪問業務及び避難行動要支援者名簿作成業務、パソコン（ワード、エクセル）

を使用します。
■応募資格　保健師、看護師、准看護師のいずれかの資格をお持ちの方
■勤務時間　原則として月曜日～金曜日　8時30分～ 15時30分（うち昼休憩１時間）
■報酬額等　時給　1,283円
　　　　　　※現時点の予定で、変更になる場合があります。
　　　　　　　また、報酬額に加え、勤務条件により通勤手当等が支給される場合があります。

【施設管理業務（総合福祉センター勤務）】
■業務内容　夜間及び休日の施設の見回り、施設の解錠・施錠、掃除、来客・電話対応など
■勤務時間　水曜日～日曜日の隔週勤務　（水・木・金　17時～ 21時）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土・日　　　 9時～ 21時）　
■報酬額等　時給　836円
　　　　　　※現時点の予定で、変更になる場合があります。
　　　　　　　また、報酬額に加え、勤務条件により通勤手当等が支給される場合があります。

〔共通項目〕
■募集人員　各１人
■任用期間　令和３年１月１日～令和３年３月31日
　　　　　　会計年度任用職員から常勤職員への切り替えは一切ありません。また、次回の任用更新は確約

されていません。
■受付期間　令和２年11月20日（金）まで
　　　　　　※持参の場合は土・日・祝日を除く８時30分～ 17時
　　　　　　※郵送の場合は必ず簡易書留で郵送（必着）
　　　　　　　（封筒表に「採用試験申込書　在中」と朱書き）
■試 験 日　令和２年11月下旬（別途通知します。）
■試験会場　紀美野町役場　総合福祉センター３階（紀美野町下佐々 1408番地4）
■選考方法　面接試験
■提出書類　・採用試験申込書　・履歴書（顔写真）　・資格証の写し　・84円切手
　　　　　　※募集要領を必ず確認し、お申し込みください。
　　　　　　※募集要領及び申込書は保健福祉課で配布します。また、町のホームページからもダウンロー

ドできます。
■そ の 他　上記以外の詳細条件等は下記までお問い合わせください。また、町ホームページにも公開され

ています。
■問い合わせ・申し込み
　　　　　　　保健福祉課　℡ ０７３ ‐４８９ ‐９９６０
　　　　　　　〒640-1121　紀美野町下佐々 1408番地4　総合福祉センター内

紀美野町　会計年度任用職員の募集について

2020.117
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働き盛り世代の健康づくりを応援！
きみの健康ロード★ナイトウォーク★参加者募集

健康運動指導士の先生といっしょに約６㎞を歩きます。はき慣れた運動靴・ジャージなどの動きやすい服
装でお越しください。

なお、雨天時は３F多目的ホールでのウォーキングになりますのでご了承ください。
■日　　　時   11月9日（月）19時～ 20時30分
■集合・解散　総合福祉センター　正面玄関
■募 集 人 数　40 ～ 64歳の町民　先着20人
■参　加　費　無料
■持　ち　物　飲み物、タオル、ライト、マスク
■申 込 締 切　11月5日（木）
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ４８９ ‐９９６０

日
本
に
は
総
人
口
の
15
％
を
超
え
る
約

２
千
万
人
の
糖
尿
病
患
者
お
よ
び
予
備
群
が

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
血
糖
値
が
高
い
と
ど
う
し
て
よ
く
な
い

の
？

Ａ
糖
尿
病
の
怖
さ
は
初
期
の
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
血
液
中
に
糖
が
多
い
と
全
身
の
血
管

が
傷
つ
き
、
将
来
的
に
よ
り
重
い
病
気
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
著
し
く
高
い
血

糖
は
、
そ
れ
だ
け
で
昏
睡
（
こ
ん
す
い
）

な
ど
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
血

糖
値
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。

Ｑ
予
防
の
た
め
に
は
？

Ａ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
よ
く
か

ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
、「
腹
八
分
目
」
を

目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
日
々
の
生
活

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
～
11
時

　

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
健
康
診
断
結
果
の
説
明
・
子
育
て
の
悩

み
や
相
談
・
離
乳
食
の
相
談　

等
）

　
　

保
健
師
等
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に

の
り
ま
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
骨
密

度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

体
重
測
定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
11
月
よ
り
イ
ン
ボ
デ
ィ
を
導
入
し
、
体
成

分
（
筋
肉
・
脂
肪
・
水
分
量
な
ど
）
が
約

15
秒
で
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
11
月
の
日
程
）

11
月
14
日
は「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」で
す
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
原

則
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予

約
先
へ
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談
は
随
時
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　
　
　
　
　

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
ＡO

Ｉ

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

※
こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
体
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
誰
に
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
に
は
、
躁
う
つ
病
、

不
安
障
害
、
睡
眠
障
害
な
ど
様
々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
っ
た

場
合
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
や
病
気
に
対

し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
た
だ
し
、
早
く
治
そ
う
と
焦
っ
て
無

理
を
す
る
と
、
回
復
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、「
焦
ら
ず
、
じ
っ
く
り
と

治
す
」
と
い
う
気
持
ち
で
臨
む
こ
と
が
回

■
講
師　

日
詰　

正
文
氏

　

独
立
行
政
法
人　

国
立
重
度
知
的
障
害
者

　

総
合
施
設
「
の
ぞ
み
の
園
」

　

総
務
企
画
局　

研
究
部
長

■
日
時　

12
月
11
日
（
金
）
9
時

　
　
　
　
　
　
　

～
12
月
17
日
（
木
）
17
時

■
配
信
方
法　

YouTube

に
よ
る
限
定
公

開
（
申
込
み
者
の
み
視
聴
可
能
。）

■
申
込
期
限　

　

12
月
16
日
（
水
）　

17
時
ま
で

※
手
話
通
訳
を
希
望
の
方
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
11
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
先

　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た

は
ポ
ラ
リ
ス
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ポ
ラ
リ
ス

　

℡ 

０
７
３
‐
４
１
３
‐
３
２
０
０

　

Ｈ
Ｐ　

aitoku.or.jp/polaris

※
参
加
費
無
料

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

障
害
の
あ
る
方
へ

子
育
て
支
援

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
各
種
教
室
】

★
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
て

■
11
月
9
日
（
月
）・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～

■
11
月
24
日
（
火
）・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

■
11
月
27
日
（
金
）・
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

【
遊
び
の
教
室
】

○
コ
ア
ラ
教
室

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

■
11
月
10
日
（
火
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室　

※
コ
ア
ラ
教
室
合
同

　
（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

■
11
月
18
日
（
水
）

　

９
時
30
分
～
11
時

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
こ
ど
も
園
開
放
の
ご
案
内
】

○
き
み
の
こ
ど
も
園
・
11
月
11
日
（
水
）

　
　
　

25
日
（
水
）
10
時
～
11
時

○
こ
う
の
こ
ど
も
園
・
11
月
4
日
（
水
）

　
　
　

18
日
（
水
）
10
時
～
11
時

【
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相

談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み

の
こ
ど
も
園
、
こ
う
の
こ
ど
も
園
で
も
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課 

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

虐
待
は
家
庭
内
で
起
こ
り
、
虐
待
し
て
い

る
保
護
者
も
、虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
も
、

な
か
な
か
自
分
か
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
の
気
づ
き
と
連
絡

す
る
勇
気
が
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
加
害
者

も
救
い
ま
す
。

「
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち
は

や
く
）」
は
、
最
寄
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
る
全
国
共
通
の
３
桁
番
号
で
す
。
虐
待
が

疑
わ
し
い
時
に
は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演
案
内　

発
達
障
害
に
関
す
る
最
近
の
取
組
に

つ
い
て

復
へ
の
近
道
で
す
。
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■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３ ‐ ４８２‐０６００

紀美野町では、８０２０・９０２０運動（80歳・90歳になっても自分の歯を20本以上残そう！）を実施
しています。残存歯数が20本あれば、ほとんどの食品をかみくだく事ができ、“健康で長生き”されている方
が多いです。そこで、下記に該当する方を歯科優良者として表彰させていただきます。歯に自信のある方は、
ぜひお申し込みください。
■対 象 者　紀美野町に住所を有し、下記に該当する方
　①80歳以上で自分の歯が20本以上残っている方
　　（８０２０で表彰されたことがある方は対象になりません）
　②90歳以上で自分の歯が20本以上残っている方
　　（９０２０で表彰されたことがある方は対象になりませんが、８０２０で表彰された方は対象になります）
　③小学６年生、中学３年生で虫歯のない子ども
（町内小中学校に通学している子どもは学校から推薦します。）

■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ４８９ ‐９９６０

歯に自信のある方募集

発熱がある方への受診方法のお願い！！
まずは、かかりつけ医（お近くの医療機関）に、電話で相談してください。

医療機関を直接、受診せずに医師の指示に従ってください。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

11月９日（月）
　　９時30分～ 10時30分（受付）

性 感 染 症 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取り
にお越しください。）

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こ こ ろ の 健 康 相 談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医
師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11月11日（水）　13時30分～
11月25日（水）　 9時～

骨髄バンクドナー登録 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

11月９日（月）
　　10時30分～ 11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

11月８日は
いい歯の日です。

海 南 保 健 所 ・ 海 南 医 師 会

新型コロナ、インフルエンザの感染拡大防止
のため、医療機関では診療時間・場所を分け
て診察しています。
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山
椒
採
り
「
や
っ
と
終
え
た
」
と
告
げ
く
る
る

　
　
　

陽
や
け
の
笑
顔
若
き
ら
強
し　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

仏
壇
に
も
み
じ
の
よ
う
な
手
を
合
わ
せ

　
　
　

仏
具
を
た
た
く
曽ひ

孫ま
ご

０ゼ
ロ

歳さ
い　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

若
者
の
消
え
し
村
々
霧
の
巻
く

　
　
　

空う
つ

蝉せ
み

の
世
に
建
つ
夢
の
跡　
　
　
　
　

橋
本　

𠮷
信

虫
の
声
耳
立
て
て
聞
く
た
そ
が
れ
に

　
　
　

そ
っ
と
撫
で
く
る
秋
の
そ
よ
風　
　
　

西
佐
古
祐
子

柿
畑
に
草
食は

む
白
き
山
羊
二
頭

　
　
　

主
人
が
呼
べ
ば
メ
ェ
ー
と
返
事
す　
　

寺
岡　

幸
子

吊
橋
の
板
の
割
れ
目
や
雁
渡
し　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

水
澄
む
や
今
日
も
水
車
は
音
正
し　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

寄
せ
墓
の
つ
ん
の
め
る
様さ

ま

秋あ
き

彼ひ

岸が
ん　
　
　
　
　
　

前　
　

廣

霧
の
径み

ち

万
葉
仮
名
の
し
る
べ
石　
　
　
　
　
　

岩
間　

文
鳥

足
早
に
横
断
歩
道
夜や

学が
く

の
子　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

百
歳
の
肌
の
艶
ほ
め
敬
老
日　
　
　
　
　
　
　
　

原　

和
代

休
耕
田
の
畦
道
真
赤
に
曼
珠
沙
華

　
　
　

過
疎
の
里
に
も
秋
は
ひ
そ
か
に　
　
　

中
浴　

昭
江

落
ち
葉
ふ
み
想
ひ
出
夛お

お

き
荒
れ
地
へ
と

　
　
　
「
気
を
つ
け
よ
ッ
」
と
亡き

君み

声
き
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
根
田
牧
子

靴
は
い
て
ト
コ
ト
コ
歩
く
曽ひ

孫ま
ご

抱
き

　
　
　

亡つ

父ま

よ
あ
な
た
に
見
せ
て
や
り
た
し　

横
出　

圭
子

歌　
の　
小　
道

～
た
く
さ
ん
よ
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】
小
柳　

姫
月
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
０
０
冊
】
小
柳　

恵
伶
奈
（
野
上
小
２
年
）

【
１
０
０
冊
】
岩
橋　

昊
生
（
下
神
野
小
２
年
）

【
４
０
０
冊
】
倉
本　

晴
空
（
下
神
野
小
３
年
）

【
６
０
０
冊
】
谷
坂　

し
え
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
赤
い
砂
を
蹴
る
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
燃　

著

「
い
の
ち
の
停
車
場
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
杏
子　

著

「
じ
ん
か
ん
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
村
翔
吾　

著

「
流
星
シ
ネ
マ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
篤
弘　

著

「
さ
ん
し
ょ
っ
子
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
房
直
子　

作

「
あ
し
た
が
き
ら
い
な
う
さ
ぎ
」　　
　
　

高
橋
久
美
子　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
告
解
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
丸
岳　

著

「
結
婚
さ
せ
る
家
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
望
実　

著

「
い
ち
ね
ん
か
ん
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵　

著

「
夢
は
薬　

諦
め
は
毒
」　　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
チ
ズ　

著

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　

 

14
時
30
分
～
16
時
30
分

図
書
室
だ
よ
り

　私達のサークルは平成20年に発足し、井澤慶三先生のアコー
ディオンの演奏のもと、誰でも知っている、懐かし童謡や歌謡
曲を歌っています。途中から、小川小学校の児童が加わり子ど
もたちに元気をもらいながら、頑張って一緒に声を出していま
す。また、小川小学校の学習発表会に日頃の成果を子どもたち
に助けてもらいながら出演して好評を得ています。興味ある方
は是非ご連絡ください。
お待ちしています。

■活動日時
　毎月第3月曜日
　13時30分～ 15時頃
■活動場所　
　小川地区公民館

─ わが町サークル ─
「いきいきサークル」

■
中
央
公
民
館
の
み
再
開
し
ま
す

４
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

11
日　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦

18
日　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
（
要
予
約
）

25
日　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
（
要
予
約
）

　

粗
末
な
吊
橋
で
、
足
元
に
は
板
が
敷
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
割
れ
目
か
ら
谷
底
が
見
え
る
。「
雁
渡
し
」

と
は
雁
が
渡
っ
て
く
る
頃
に
吹
く
北
風
。
揺
れ
る
橋

を
怖
々
渡
っ
て
ゆ
く
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
六
十
七

今
年
の
３
月
か
ら
和
歌
山
県
文
化
遺
産
課
が
県
内
の
近
代

の
文
化
遺
産
所
在
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
代
と
は
時
代

区
分
の
ひ
と
つ
で
幕
末
期
か
ら
第
２
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
ま

で
を
指
し
、
そ
の
後
は
現
代
と
区
分
す
る
よ
う
で
す
。
近
代

の
文
化
遺
産
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
文
化
遺
産
に
比
べ
て
比

較
的
歴
史
が
浅
い
こ
と
か
ら
そ
の
価
値
に
気
づ
か
れ
る
こ
と

な
く
消
滅
し
て
い
く
危
険
性
が
あ
る
文
化
遺
産
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
調
査
の
対
象
は
土
木
建
造
物
、石
碑
や
遺
跡
等
で
す
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
そ
の
よ
う
な
近
代
の
文
化
遺
産
を

保
護
・
活
用
す
る
た
め
基
礎
資
料
を
得
る
と
い
う
も
の
で

す
。
紀
美
野
町
に
も
明
治
時
代
以
降
で
文
化
的
価
値
が
高
く

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回

は
県
に
報
告
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
交
通
や
農
業
の
発
展
に

尽
く
し
た
２
人
の
偉
人
を
た
た
え
た
記
念
碑
と
そ
の
偉
業
を

２
回
に
渡
り
紹
介
し
ま
す
。

「
明
治
、
大
正
時
代
に
か
け
道
路
の
整
備
工
事
に
尽
く
し

た
黒
田
恵
一
郎
さ
ん
、
儀
助
さ
ん
親
子
」

明
治
22
年
旧
６
ヶ
村
が
合
併
し
て
長
谷
毛
原
村
が
誕
生

し
、
村
で
は
道
路
整
備
に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
明
治
33

年
に
村
長
に
選
ば
れ
た
黒
田
恵
一
郎
さ
ん
は
、
当
時
と
し
て

は
思
い
切
っ
た
構
想
で
現
在
の
海
南
高
野
線
の
道
路
を
立
案

し
明
治
34
年
に
大
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。「
奥
か
ら
作
り

始
め
た
ら
途
中
で
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」
と
い
う

村
長
の
恵
一
郎
さ
ん
の
考
え
で
、
最
初
に
村
の
一
番
奥
に
巾

１
間
（
1.8
ｍ
）
の
立
派
な
道
路
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
村
長

を
辞
し
て
か
ら
も
恵
一
郎
さ
ん
は
自
分
の
財
力
を
つ
ぎ
込

み
、
村
内
の
工
事
が
終
わ
る
と
下
流
の
国
吉
や
神
野
の
村
々

に
工
事
を
続
け
る
よ
う
呼
び
か
け
つ
つ
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
男
の
儀
助
さ
ん
が
父
親
の
生
涯
を
か
け
た
大

事
業
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
自
社
の
収
益
か
ら
多
額
の
資
金

を
下
流
の
村
々
へ
寄
付
し
事
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
親
子

２
代
に
わ
た
る
大
事
業
は
着
工
以
来
20
年
目
の
大
正
９
年
に

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
道
は
現
在
国
道
３
７
０
号
線
と
な
り

紀
美
野
町
の
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、
乾
燥
し
た
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
第
３
波
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
似
た
症
状
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節

で
も
あ
る
た
め
、
混
乱
が
生
じ
、
不
確
か
な
情
報
が
流
布
す

る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
感
染
し
た
方
や
そ
の
ご
家
族
及
び
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
施
設
や
そ
の
関
係
者
等
に
対
し
て
、
誤
っ
た
情
報
や
不

確
か
な
情
報
に
よ
る
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

誹
謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
が
残
念
な
が
ら
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
差
別
や
偏

見
等
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
こ
の
よ
う
な
差
別
や
偏
見
等
が
拡
が
る
こ
と
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
人
々
の
不
安
を
煽

り
、
感
染
拡
大
防
止
の
妨
げ
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
て
誤
っ
た
情

報
や
不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
て
人
権
侵
害
に
つ
な

が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷

静
な
判
断
の
も
と
、
一
人
一
人
が
お
互
い
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

和
歌
山
県
で
は
「
コ
ロ
ナ
差
別
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

■
℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

　
（
受
付
時
間
）
平
日
9
時
〜
17
時
45
分

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
へ
の
差
別
や
偏

見
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
！

近
代
の
文
化
遺
産

紀美野町毛原中
紀美野町大角

紀美野町中

次
号
で
は
、「
郷
土
の
農
業
灌
漑
用
水
路
を
拓
い
た
農
業

者
・
貝
㞍
兼
蔵
さ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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本校では９月12日に第38回美里中学校体育祭を行
いました。新型コロナ感染症対策のため、種目を精選
し午前中のみの縮小開催で行いました。開会式ではＡ
ブロック長の中前吉生君とＢブロック長の東恵莉果さ
んが「いつも支えてくれている保護者の方々へ感謝し
諦めないプレーを見せること、また勝利だけを求めず
楽しむことを一番に正々堂々と闘うことを誓います」
と力強い選手宣誓を行いました。

今年のフィナーレは伝統の「南中ソーラン」です。
当初は３年生だけで披露する予定でしたが、練習を重
ねるにつれ、より堂々とした動きになるようやはり全
員で披露することになりました。その後３年生が下級
生に膝や指先の向きまで丁寧に教えることで最高の仕
上がりを見せてくれました。

この体育祭を通して３年生のリーダーシップが発揮
されました。またそれによって特に２年生の自覚が芽
生え、下級生の成長を感じました。今後もコロナに負
けず27人全員で力を合わせ、さらによい学校生活を
送ってほしいと思います。

新型コロナウイルスの感染拡大予防のため一般向け
のイベントは休止していますが、県内の学校に限り少
人数での課外授業依頼等の受け入れを再開しています
ので最近の事例を紹介します。

一件目は和歌山県立粉河高等学校で、３年生の「課
題探究」として、星の掩蔽（えんぺい）についての観
測をお手伝いしています。掩蔽とは月によって恒星や
惑星が隠される現象です。星が月に隠れる瞬間や出て
くる瞬間を観測する事で星によってはその大きさを測
ることが可能で、それにチャレンジしています。

天文台だより
『学校の天文台教育活動の再開』

　研究員　硲間拓郎

学校だより
『第38回体育祭　Stay　Gold～栄光の空へ翔べ～』

紀美野町立美里中学校

二件目は和歌山県立向陽高等学校（SSH）で、こち
らは文化センターでの観望会を予定していましたが悪
天候のため、室内での授業になりました。ブラックホー
ルの話等を行うと共に3D映像による宇宙旅行を楽し
んでいただきました。

感染拡大に対し細心の注意を払いながらも、町内や
県内の学校施設との交流をこれからも大切にしていき
ます。

■図書・ＤＶＤ（中央公民館）
　「赤ちゃんポストの真実」森本修代　著
　「ＮＩＣＵ命の授業」豊島勝昭　著
　「きみにありがとうのおくりもの」宮野聡子　作絵など
　「見栄を張る」ＤＶＤ90分など
■図書（文化センター）
　「雨の中の涙のように」遠田潤子　著
　「百年と一日」柴崎友香　著
　「みんなおなじつきをみている」塚本やすし　詩絵
　「14歳の教室－どう読みどう生きるか－」若松英輔　著

人権啓発のために図書を購入しました。人権委員会だより
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
季
を
迎

え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
11

月
９
日
（
月
）
か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
住
宅
防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

こ
の
機
会
に
忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に
対

す
る
警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施
に
伴

い
、
左
記
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行

い
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
吹
鳴
日
時　

11
月
９
日
（
月
）
７
時

２
．
吹
鳴
方
法　

一
斉
（
１
分
間
）

家
庭
用
殺
虫
剤
の
く
ん
煙
剤(

バ
ル
サ
ン

や
ア
ー
ス
レ
ッ
ド
等)

を
使
用
し
た
際
、
製

品
の
煙
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
感
知
器
が
作
動
し
、
火
災
出
動

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
際
は
以

下
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
く
ん
煙
剤
等
を
使
用
し
煙
霧
消
毒
を
す
る

場
合
、
前
日
ま
で
に
消
防
署
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
く
ん
煙
剤
を
使
用
す
る
前
に
、
感
知
器
に

い
ず
れ
か
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・「
バ
ル
サ
ン
実
施
中
」「
ア
ー
ス
レ
ッ
ド
実

施
中
」「
く
ん
煙
剤
使
用
中
」
な
ど
の
貼

り
紙
を
作
成
し
、
周
り
に
わ
か
る
よ
う
玄

関
等
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
終
了
後
、
部
屋
を
充
分
に
換
気(

２
～
３

時
間
以
上
経
過)

し
て
か
ら
、
感
知
器
の

設
置
ま
た
は
覆
っ
て
い
た
カ
バ
ー
等
を
取

り
除
く
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
後
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
し
て
正
常
な

状
態
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
・
予
防
課

　

℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
３

9月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 28（2） 0 28（2）

一 般 負 傷 8 0 8

交 通 事 故 0 0 0

そ の 他 3 0 3

合 計 39（2） 0 39（2）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

11
月
９
日
は
【
１
１
９
番
の
日
】

で
す

令
和
２
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

く
ん
煙
剤
使
用
時
の
注
意
点

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
、
暖
か
い
場
所
か
ら

寒
い
場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま

す
。
急
激
な
温
度
変
化
が
影
響
し
、
血
圧
が

大
き
く
変
動
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。失
神
、

脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
な
ど
が
引
き

起
こ
さ
れ
、
浴
室
で
起
こ
る
と
転
倒
の
危
険

や
湯
船
で
溺
れ
る
な
ど
、
命
に
関
わ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
寒
い
時
期
は
、
脱
衣
所
や
浴

室
を
温
か
く
保
ち
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
未

然
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

救
急
コ
ー
ナ
ー

『 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク 

』

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
に
つ
い
て

取り外す

カバーする



11月

９月の人口の動き（令和２年９月１日～ 30日）　転入11人　転出11人　出生3人　死亡16人

総人口　8,559人（−13）［男 3,980人（−2）女 4,579人（−11）］
世帯数　4,185世帯（−5）　　紀美野町面積　128.34㎢

2020.1115

紀美野町の人口
【令和２年 9月末現在】

（　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

  5 日（木）・20 日（金） 移動町長室 美里支所
住民室 495 － 3471
総務課 489 － 5912

19 日（木） 行政相談【13 時～ 15 時】
中央公民館 総務課 489 － 5912
美里支所 住民室 495 － 3471

8 日（日）・16 日（月）・
22 日（日）　　　　　 　 犬・猫の飼い方講習会 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

その他 行事のお知らせ

海南海草老人福祉施設事務組合　入札参加資格審査申請について

各種目自衛官の募集について

海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・販売等の入札に参加される方は下記内容を熟読の
うえ、必ず期限までに申請書および必要書類を提出してください。
■提出先及び問い合わせ先　
　　　　　　　〒640-1121　和歌山県海草郡紀美野町下佐々 1408番地7
　　　　　　　海南海草老人福祉施設事務組合　事務局　073-489-3631
　　　　　　　HP　www.yasuragien.com/
■申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
■受付期間　　令和２年12月１日から令和３年１月31日まで（ただし、土曜日・日曜日及び祝日・休業日は除く）
　　　　　　　８時30分から17時までの間、ただし、正午から13時までは除く。
■有効期間　　２年間（提出年度含む）
■提出書類　　下表を参考のこと
■提出方法　　持参及び郵送（当日消印有効）でも可
■提出書類　　・入札参加資格審査申請書　　・営業所一覧　　・委任状（営業所等での入札参加の場合）
　　　　　　　・印鑑証明書（写）　　　　　 ・使用印鑑届
　　　　　　　・納税証明書　※市町村税と国税「消費税及び地方消費税」及び「法人税」（個人は所得税）
　　　　　　　　　　　　　　　分とする。
　　　　　　　　　　　　　　※直近１箇年分とする。写し可。
　　　　　　　・商業登記簿謄本（写）【法人】または住民票（写）【個人】
　　　　　　　・営業許可証明書または登録証明書（写）（営業に必要な場合に限る）

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒649-0316　和歌山県有田市宮崎町106-2
　　　　　　　TEL 0737 ‐ 82 ‐ 6631　E-Mail　wakayama.pco-arita@rct.gsdf.mod.go.jp

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生

18歳以上33歳未満の者(32
歳の者は採用予定月１日か
ら起算して３月に達する日
の翌月の末日現在33歳に達
していない者)

年間を通じて
(各試験日
前日まで)

11月14日(土)
12月12日(土)

和歌山地方
協力本部庁舎
（和歌山市）

高等工科学校
生徒（推薦）

高卒(見込含)又は高専３年次
修了(見込含)21歳未満 ～ 11月30日(月)

令和３年１月10日
（日）又は11日（月）
の指定する日

陸上自衛隊
高等工科学校
（神奈川県）

高等工科学校
生徒（一般）

高卒(見込含)又は高専３年次
修了(見込含)21歳未満

～令和３年
１月６日(水)

令和３年
１月23日(土)

自衛隊和歌山
地方協力本部
（和歌山市）
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